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て
江
湖
に
本
書
を
薦
む
る
と
共
に
、
妄
言
を
多
謝
す
る
。
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菊
版
、
本
文
一
〇
〇
八
頁
、
索
引
四
三
頁
、
昭
和
十
年
十
二

　

月
、
黄
洋
博
士
遺
稿
刊
行
會
殷
行
）
定
價
拾
貳
圓
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マ
ス
ペ
ａ
氏
は
先
に
Ｌ
ｅ
　
ｓ
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ｎ
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＾
も
の
し
て
、
佛
教
ｏ

支
那
傅
来
示
明
帝
の
「
墜
夢
遣
使
」
に
依
る
と
さ
れ
る
を
、
二
世

紀
終
頃
洛
陽
の
散
團
に
生
れ
た
傅
誕
に
過
ぎ
な
い
事
を
論
誼
さ
れ

た
。
然
し
早
く
佛
教
の
行
は
れ
て
居
た
事
は
、
楚
王
英
か
信
奉
し

て
居
た
事
よ
り
明
か
な
事
賓
で
あ
り
、
前
漢
哀
帝
元
壽
元
年
（
西

紀
前
二
）
に
博
士
弟
子
景
盧
の
・
浮
屠
経
を
受
け
た
事
四
か
あ
る
。

又
支
那
渡
来
の
外
國
人
間
に
行
は
れ
て
居
た
事
も
あ
つ
た
で
あ
ら

う
。
佛
教
傅
来
ｏ
年
代
が
確
定
さ
れ
な
い
な
ら
ぱ
、
教
團
の
初
期

の
形
態
に
開
す
る
考
察
は
富
然
取
上
げ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

マ
氏
は
先
の
論
文
と
同
時
ｙ
　
　
Ｃ
ｏ
ｒ
t
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に

於
て
敦
團
に
就
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
今
同
更
に
考
察
を
進
め
て
楚

王
英
を
続
る
彭
城
の
駄
團
の
性
質
を
明
か
に
し
、
般
舟
三
昧
経
記

に
見
ゆ
る
許
昌
寺
を
考
究
し
て
、
彭
械
の
教
團
と
洛
陽
の
初
期
の

教
團
と
の
間
に
一
脈
の
聯
絡
あ
る
事
を
立
詮
せ
ん
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

楚
王
英
が
明
帝
の
詔
に
崖
じ
て
罪
を
層
ん
が
篤
に
黄
緯
、
白
統

を
献
じ
た
永
平
八
年
　
　
四
大
の
事
件

丿
一
Ｊ
皿
雛

は
有
名
で
あ
る
。
明

帝
は
其
猷
物
を
返
し
て
伊
蒲
塞
、
桑
門
０
盛
饌
を
助
。
け
し
め
た

が
、
こ
れ
は
明
か
に
冊
侶
０
み
で
な
く
信
者
の
あ
つ
た
事
を
示
す

も
０
で
あ
る
。
英
の
就
國
は
建
安
二
十
八
年

れ
よ
り
楚
の
彭
城
に
其
保
護
０
下
に
あ
つ
た

-

　 　
一　　
一
ｇ
で
あ
る
が
、
そ

　

　
6
4

教
團
を
考
へ
て
、
ｙ

氏
は
道
家
の
仲
介
に
依
っ
て
佛
教
が
入
っ
て
来
た
も
の
と
考
へ

る
。
乃
ち
此
地
方
は
漢
代
の
道
家
の
中
心
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
英

も
道
家
を
奉
じ
て
居
た
が
、
同
時
に
佛
救
を
も
信
奉
し
て
居
た
。

営
時
支
那
人
に
は
佛
救
も
道
家
の
一
涙
と
見
倣
さ
れ
、
英
の
下
に

於
け
る
彭
城
の
曾
侶
等
も
方
士
と
同
じ
く
長
生
の
術
を
傅
へ
る
者

と
考
へ
ら
れ
て
、
救
團
を
、
少
く
と
も
佛
教
ら
し
い
道
家
Ｃ
Ｔ
ａ
ｏ
ｉ
-

ｓ
m
e
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
こ
の
救
團
を
形
成
し
て
道
家
の
救
国
の
中
に
摘

か
つ
て
行
っ
た
の
は
、
”
ｌ
ｙ
岩
國
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
ジ
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ス
ト
敦
の
開
係
に
同
じ
く
、
債
侶
も
英
の
保
護
を
求
め
て
印
度
や

中
央
ア
ジ
ヤ
か
ら
来
た
の
で
は
な
く
、
常
時
支
那
に
来
て
居
た
外

國
人
に
布
教
し
て
居
た
若
干
の
者
が
集
っ
て
来
た
も
の
で
あ
ら
う

と
し
て
ゐ
る
・
此
教
團
は
英
の
死
後
も
絶
ゆ
る
事
な
く
窄
融
を
中

心
と
し
て
残
っ
て
居
た
。
窄
融
は
百
九
十
年
か
ら
百
九
十
四
年
の

頃
に
俘
屠
寺
を
建
て
た
。
四
四
皿
皿
百

　

次
に
二
世
紀
の
終
り
の
洛
陽
の
教
團
に
就
て
述
べ
て
居
る
。
こ

の
教
團
は
直
ち
に
宮
廷
と
結
ぶ
埓
に
重
要
性
が
あ
り
、
相
徨
い
で

来
た
布
教
浙
は
単
に
攬
経
の
み
で
な
く
鐸
経
の
難
事
業
に
も
従
事

す
る
に
到
っ
た
。

　

洛
陽
で
如
何
な
る
状
態
０
下
に
活
動
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
安

世
高
が
あ
り
、
更
に
竺
朔
佛
、
支
識
が
あ
る
。
更
に
三
世
紀
の
初

期
に
は
教
團
の
中
心
と
し
て
白
馬
寺
と
許
昌
寺
が
見
ら
れ
る
。
白

馬
寺
は
古
い
も
の
で
あ
り
、
佛
教
傅
来
の
傅
況
と
結
び
付
い
て
有

名
で
あ
る
が
其
起
源
に
就
て
は
知
ら
れ
る
所
が
な
い
。
許
昌
寺
も

何
時
か
ら
あ
っ
た
か
、
如
何
な
る
状
態
の
下
に
存
在
し
た
か
は
明

か
に
知
り
得
る
も
０
は
な
く
、
不
幸
に
も
白
馬
寺
の
有
す
る
如
き

傅
況
す
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
精
密
に
観
察
す
る
時
は
許
昌
寺
な

る
名
稀
は
其
由
来
を
語
り
、
同
時
に
洛
陽
の
教
團
の
起
源
に
就
て

･
>
ｐ
何
等
か
の
智
識
を
得
る
事
が
出
来
る
と
し
て
出
三
蔵
記
集
略
の

般
舟
三
昧
経
記
の
考
察
に
移
っ
て
居
る
。
般
舟
三
昧
経
記
の
全
文

を
掲
ぐ
れ
ぽ
玖
の
如
し
。

　
　
　

般
舟
三
脈
経
記

　
　
　
　
　
　
　
　

未
詳
作
者

般
舟
三
昧
経
・
光
和
二
年
十
月
八
日
こ
四
娩
一
天
竺
菩
薩
竺

　
　

朔
佛
。
於
洛
陽
出
。
菩
薩
法
護
。
時
傅
言
者
。
月
支
菩
薩
支

　
　

識
。
授
輿
河
南
洛
陽
孟
幅
字
元
士
。
隨
侍
菩
薩
。
張
蓮
字
少

　
　

安
筆
受
。
令
後
普
著
在
。
建
安
十
三
年
丿
伺
一
於
佛
寺
中
校

　
　

定
悉
具
足
。
後
有
寫
者
。
皆
得
南
無
佛
。
Ａ
叉
言
。
建
安
三

　
　

年
歳
在
戊
子
八
月
八
日
於
許
昌
寺
校
定
。
Ｂ

　

１
　
薩
法
護
は
窟
入
、
建
安
三
年
は
十
三
年
の
誤
で
あ
る
が
、
ｙ

氏
は
Ａ
Ｏ
前
牛
は
挿
絵
の
時
Ｊ
一
一
　
　
一
一
の
も
の
と
し
ヽ
Ｂ
は
校
定
者

の
記
載
に
他
な
ら
ぬ
と
し
、
建
安
十
三
年
に
於
け
る
許
昌
寺
の
存

在
を
確
鐙
す
る
と
共
に
、
更
に
其
存
在
を
光
和
二
年
に
遡
ら
せ
得

る
可
能
性
を
も
考
へ
て
居
る
。

　

績
い
て
許
昌
寺
０
由
来
の
考
察
に
移
り
、
楚
王
英
の
舅
子
許
昌

と
許
昌
寺
と
の
間
に
連
絡
を
求
め
、
今
日
の
寺
院
は
多
く
佛
教
叉

は
宗
涙
を
頌
１
　
す
る
嘉
琥
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
三
世
紀
の

終
り
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
で
は
珍
し
い
土
地

の
名
に
依
っ
た
郵
中
寺
、
洛
陽
大
市
寺
等
の
如
き
、
外
観
に
依
っ

た
五
級
寺
、
白
塔
寺
等
の
如
き
も
の
と
共
に
、
建
立
者
に
因
ん
だ
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長
沙
寺
、
羊
叔
子
寺
、
孫
泰
寺
等
が
あ
る
が
、
許
昌
寺
な
る
名
将

汐

　
　

は
嘉
貌
と
も
地
名
と
も
さ
れ
な
い
・
河
南
の
謳
名
許
昌
は
魏
の
文

　
　
　

帝
が
黄
初
二
年
Ｊ
代
一
に
許
を
許
昌
と
改
め
た
一
％
　
　
志
０
で
許
昌

　
　
　

寺
は
少
く
と
も
建
安
十
三
年
丿
峠
一
以
前
に
あ
っ
た
０
で
あ
る
か

　
　
　

ら
こ
れ
を
人
名
に
求
む
る
他
な
し
と
し
て
、
漢
代
に
見
ゆ
る
許
昌

　
　
　

な
る
人
物
に
就
て
吟
味
し
、
て
二
世
紀
に
都
に
居
た
事
、
及
び

　
　
　

佛
教
を
保
護
す
る
に
足
る
資
力
と
地
位
が
必
要
で
あ
わ
ｙ
、
更
に
其

　
　
　

邸
宅
を
寺
と
し
た
か
、
少
く
と
も
邸
内
に
鎧
戸
堂
を
建
て
た
事
を

　
　
　

條
件
と
す
る
時
は
楚
王
英
の
舅
子
の
許
昌
に
該
常
せ
し
む
べ
し
と

　
　
　

断
す
る
０
で
あ
る
。

　
　
　
　

許
昌
は
英
傅
に
見
ゆ
る
。
永
平
元
年
皿
丿
一
に
龍
舒
侯
と
な
っ

　
　
　

た
。
更
に
著
者
に
従
っ
て
其
年
代
を
畢
ぐ
れ
ば
次
の
如
き
も
０
が

　
　
　

あ
る
。

　
　
　
　
　

〔
桓
〕
鸞
露
）
総
詰
‰
漕
略
）
中
農
年
二
鑓
一

　

七

　
　
　
　
　

十
七
卒
于
家
。
雛
ぺ
一
一
一

　
　
　
　
　

箆
就
で
作
鸞
混
一
奴
晨

　
　
　
　

ｙ
氏
は
英
傅
の
記
載
よ
り
、
営
時
幼
少
に
し
て
許
氏
０
家
長
で

　
　
　

あ
っ
た
許
昌
は
、
英
０
母
許
美
人
と
共
に
彭
城
に
居
た
が
、
後
彭

　
　
　

城
か
ら
洛
陽
に
英
０
死
後
に
来
た
外
國
の
俯
侶
及
び
若
干
０
信
者

　
　
　

の
侭
に
、
洛
陽
の
邸
内
に
鎧
奔
の
所
を
具
へ
て
保
護
し
た
の
で
、

　

る
・
人
名
を
直
ち
に
寺
院
名
と
す
る
こ
と
は
孫
泰
寺
刳
川
１
の
例

　

が
あ
る
か
ら
不
都
合
は
な
い
。
三
世
紀
の
初
め
に
都
に
知
ら
れ
て

　

居
た
寺
を
、
一
世
紀
牛
前
の
佛
教
の
保
護
者
で
あ
る
楚
王
英
の
家

　

族
許
昌
に
結
び
付
け
て
差
支
な
い
。
此
く
考
へ
れ
ば
洛
陽
０
課
純

　

に
道
家
０
影
響
０
多
い
事
も
論
明
出
来
る
。

　
　

此
由
来
は
、
三
世
紀
０
初
期
に
建
ら
れ
た
白
馬
寺
が
却
っ
て
古

　

い
事
を
思
は
し
め
る
様
な
白
馬
寺
傅
睨
が
作
ら
れ
た
時
倚
知
ら
れ

　

て
居
た
で
あ
ら
う
が
、
佛
駄
の
保
譲
者
と
し
て
叛
逆
者
の
英
よ
り

　

明
帝
の
方
が
望
ま
し
い
埓
に
、
英
も
顧
ら
れ
ず
、
許
昌
も
そ
れ
程

　

重
要
な
人
物
で
な
か
っ
た
０
で
許
昌
寺
の
歴
史
も
朧
げ
に
な
っ
て

　

し
ま
っ
た
０
で
あ
る
。

　
　

以
上
は
マ
氏
の
論
文
０
大
略
で
あ
る
。
支
那
の
最
初
の
佛
教
々

　

團
が
楚
王
英
を
続
っ
て
彭
城
を
中
心
に
存
在
し
た
事
は
、
明
か
に

　

知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
佛
教
が
道
家
に
取
入
る
こ
と
に
依
て
進
路

　

を
開
拓
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
も
、
既
に
考
へ
ら
れ
た
事
で
、
常
盤

″
博
士
も
注
べ
ら
れ
た
。
許
昌
寺
に
よ
っ
て
彭
城
の
駄
團
と
洛
陽
Ｏ

　

教
團
と
の
間
に
連
絡
を
求
め
ん
と
さ
れ
た
試
は
、
支
那
佛
散
々
團

　

成
立
の
考
案
０
上
０
一
つ
の
新
し
い
示
唆
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
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